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 コストの大半が施工・維持管理

 施工・維持管理性を考慮した計画設計が有効

各種問題の解決策としてBIMの本格導入が不可欠

設計から施工までのBIMモデルの活用にはモデル詳

細度の適切な設定が重要

一般土木は3次元モデルの知見・規格が無い

鋼橋分野では３次元プロダクトモデルを経験済み

研究背景研究背景

鋼橋分野を参考．ライフサイクルにお
ける各フェーズにおける詳細度をどの

ように設定するべきかを考察



ＢＩＭとはＢＩＭとは

3次元
モデル例

手戻りの減少
プロジェクト全体の効率化・工

期短縮
新しいサービスの提供



モデルを製作する際における細かさの目安

⇒モデル詳細度

モデル詳細度 メリット デメリット

細 表現力、便益の増大 時間、コストの増大

粗 時間、コストの減少 表現力、便益の減少

モデル詳細度
・形状に関する詳細度
・属性に関する詳細度

モデル詳細度モデル詳細度

 適切なモデル詳細度での運用
 区分方法、区分数等の設定



モデル詳細度モデル詳細度

国際的な標準規格がない

世界各国にはあるが統一性はなし

国内における詳細度の標準化にも至っていない

各社の多様な利活用を
妨げないもの

基本方針

先導的導入事業でのガイドライン



メリット デメリット

A.詳細度を一
定の間隔で分

類

定義段階で利用場
面を想定しない。
→利用者が応用的
な活用が可能。

利用場面のイメージが困
難。ただし、別途で利用
場面と組み合わせること
で可能。

B.事業プロセス
毎に分類

利用場面のイメー
ジが容易。

通常では実施しない特
有の利用を実施する際
に支障が生じる。

モデル詳細度モデル詳細度

【考え方（区分方法）】

【区分数】

LEVEL OF DEVELOPMET Specification
から引用

Guide, Instructions and Commentary
to the 2013 AIA Digital Practice Documentsより引用

違いは・・・

インターフェース



鋼橋分野鋼橋分野

製作段階で、３次元原寸系プロダクトモデルを導入・
経験済み

従来の仮組

手原寸

3次元の仮組

機械原寸

それ以外にも、

・設計が容易になる
・必要場面に応じて3次元図面から
2次元図面が製作可能
・製作情報の統合管理
・直接的に設計や施工に使用可能

一方で・・・

・設計図が製作に使えない
・3次元製作のノウハウがない
・製作に時間がかかる

といった問題も抱えることになった

CALS/ECと協会の取り組み
（日本橋梁建設協会製作）より引用



鋼橋分野鋼橋分野

現在の業務フロー

・完成図と実構造物が違う
・マルチユースができてない
・干渉チェックが不十足
・工程管理
・隣接工区の境目

設計段階からの3次元モ
デル作成が必要不可欠

モデル詳細度
＝BIM/CIMにおける
コミュニケーションツール



鋼橋分野鋼橋分野

CIM導入後の業務フロー（案）

全てを細かくする必要はない
上流は荒く、下流は細かくするだけでは活用できない

EX】道路工事

中心線の線形、断面図のみで可能
上流から、詳細に三次元プロダクトモデルを作成する必
要はない

TS出来形管理データ



結論結論

汎用性の高いモデル詳細度の設定か好ましい
⇒６段階

モデル詳細度の考え方
⇒詳細度を一定の間隔で分類

土木事業における、各フェーズの詳細度を全
工種一括に設定するのは困難
⇒施工過程が異なるため
⇒工種毎に設定
⇒施工・維持管理に必要、各段階独自なものの
分別が重要



2011年度 2021年度 2031年度

道路橋
[15.7万橋(橋長15m以上)]

約9％ 約28％ 約53％

河川管理施設(水門等)
[直轄約1万施設]
*設置年数不明の場合、50以上経過とする

約24％ 約40％ 約62％

下水道管きょ
[総延長約44万]

約2％ 約7％ 約23％

海岸岸壁
[約5000施設]

約7＆ 約29％ 約56％



2011年度 2021年度 2031年度

道路橋
[15.7万橋(橋長15m以上)]

約9％ 約28％ 約53％

河川管理施設(水門等)
[直轄約1万施設]
*設置年数不明の場合、50以上経過とする

約24％ 約40％ 約62％

下水道管きょ
[総延長約44万]

約2％ 約7％ 約23％

海岸岸壁
[約5000施設]

約7＆ 約29％ 約56％

背景背景

建設投資額
の減少

社会資本設備の
維持管理

東日本大震災の復興で
持ち直しているが・・・

高度経済成長期に
造った社会資本設備
の老朽化



背景背景

出典：建設業ハンドブック2015

「３Ｋ」のイメージがあり
若者が就職しにくい

労働生産性が
低い日本の中
でも低い

労働生産性
の低下

建設労働者の
高齢化







日本では・・・
土木⇒CIM(Construction Information Modeling)
建築⇒BIM（Building Information Modeling）
となっている。

しかし、欧米では土木・建築共にBIM。

欧米 CIM➡ computer integrated manufacturing
国際的なスタンダードでは違う意味
⇒“BIM”という言葉を使う。

何故“BIM”という言葉なのか何故“BIM”という言葉なのか



二者構造執行形態 三者構造執行形態

メリット
発注者の意向が伝わりやすく
迅速に、かつ確実に物を造る

ことができる。

透明性がある。
多様な契約方法に対応で

きる。

デメリット
使用者の意向を取り入れにく

い。透明性に欠ける。
建設マネジメント技術の不

足。

執行形態執行形態



主なメリット

手戻りの減少

プロジェクト全体の効率化・工期短縮

新しいサービスの提供

ＢＩＭとはＢＩＭとは



ＥＸ）胆沢ダム

ビューポイントとして主要な構造物
の位置を素早く確認することが可
能。

文字列は関連するドキュメントを保存して
いるフォルダとリンクしている。
個々のラベルをクリックすることでリンクが
開き、ドキュメントの閲覧、保存等の作業を
することが可能。

 タブレット等を活用すれば、現場にこれらの情報を持ち込むことも
可能。

 ダムにおける日常管理、ダム総合点検作業も劇的に効率化するこ
とが可能と考えられている。

ＢＩＭとはＢＩＭとは



維持
管理

企画
設計

基本
設計

詳細
設計

施工
BIMモデル

 各段階での情報共有
が重要。

 後工程の情報を前もっ
て利用できる。
（フロントローディング）

出典：MONDO BLOG Tech monde

ＢＩＭとはＢＩＭとは



出典：MONDO BLOG Tech monde

今まで
・現場で辻褄を合わせて
いた。無理な場合は、設
計変更。

・設計段階での確認がで
きるために、現場での手戻
りの減少。それによって工
期短縮・工賃短縮。

ＢＩＭとはＢＩＭとは



モデル詳細度モデル詳細度

全体図

施工段階の
干渉チェック

国土交通省,官庁営繕事業,BIM導入プロジェクト
より引用

設計与条件の可視化
設計図書の作成に必要な情報が入力さ

れたＢＩＭモデルの作成
通常の設計とＢＩＭによる設計との業務プ

ロセスの違い等の検証
ＢＩＭモデルを活用した配置・立面計画等

の比較検討
ＢＩＭモデルを活用した工事費概算の実

施

【施工項目】



LODとはLODとは

メリット デメリット

A.詳細度を一
定の間隔で分

類

定義段階で利用場
面を想定しない。
→利用者が応用的
な活用が可能。

利用場面のイメージが困
難。ただし、別途で利用
場面と組み合わせること
で可能。

B.事業プロセス
毎に分類

利用場面のイメー
ジが容易。

通常では実施しない特
有の利用を実施する際
に支障が生じる。

先導的導入事業でのガイドラインでは、Aを採用。
また、初期設定としてBIM Forumを参考にする方向で検討。

モデルの詳細度の考え方は、各社の多様な利活用を
妨げないものとする。



JACIC（日本建設情報総合センター），
社会基盤情報標準化委員会，特別委員会資料より引用



鋼橋分野鋼橋分野
主桁詳細図



モデル詳細度とはモデル詳細度とは

レベル1

レベル2

レベル3

レベル4

維持管理

維持管理

100
200
300

350

400

500

設計（素案）

橋梁分野

統一する必要がある！

国内標準規格の必要性

情報共有の円滑化



CALS/EC(CONTINUOUS ACQUISITION

AND LIFE-CYCLE SUPPORT / 
ELECTRONIC COMMERCE)とは

公共事業支援統合情報システムの略称

[CALS/ECのメリット]
・省資源
・省スペース
・検索時間の短縮
・移動コストの削減

情報共有

電子化
ネットワー

ク



CALS/ECの失敗

CALS/ECにおける建設生産システム全体のワーク
フローが未完成

紙と電子の二重提出要求の問題

共有された情報が維持管理に活用されていない

電子入札の導入

電子納品のための制度導入

実現

課題



失敗の要因

情報共有の理念が先行し、何の情報を共有す
るか検討されていない

異なるCAD間のデータやりとりを行うための標
準フォーマット(SXF)の互換性が悪い

発注者の契約がゼネコン、コンサルタントで分
かれているためライフサイクルにおける情報共
有が困難

公共分野でのBIM本格導入の際にこの失敗
を活かせるか



モデル詳細度とはモデル詳細度とは

モデル詳細度の区分の考え方が二種類存在

A.詳細度を一定の間隔で分類

EX)AIA→5区分(100.200.300.400.500)
BIM Forum→6区分(100.200.300.350.400.500)

B.事業のプロセス毎に分類

EX)官庁営繕事業におけるBIMモデルの作成及び利用に
関するガイドライン
(基本設計図書、実施設計方針、実施設計図書、完成図書
作成時)

先導的導入事業のガイドライン
⇒Aを採用（BIM Forumを参考にする方向で検討）

モデルの詳細度の考え方
⇒応用できるものにするべき



LODとはLODとは

メリット デメリット

A.詳細度を一
定の間隔で分

類

定義段階で利用場
面を想定しない。
→利用者が応用的
な活用が可能。

利用場面のイメージが困
難。ただし、別途で利用
場面と組み合わせること
で可能。

B.事業プロセス
毎に分類

利用場面のイメー
ジが容易。

通常では実施しない特
有の利用を実施する際
に支障が生じる。

先導的導入事業でのガイドラインでは、Aを採用。
また、初期設定としてBIM Forumを参考にする方向で検討。

モデルの詳細度の考え方は、各社の多様な利活用を
妨げないものとする。



モデル詳細度とはモデル詳細度とは

モデル詳細度は土木事業全般で活用できるように
するべき。
⇒基準を作り活用していくことで効率化が図れる。
（例外もある）

活用方法として・・・

②設計時に施工側の情報を入れる

①設計者と施工製作会社で図面製作を分担



①設計者と施工製作会社で図面製作を分担①設計者と施工製作会社で図面製作を分担

建設コンサルタント

基本設計（LOD200など）

橋梁メーカー

詳細設計（LOD350など）

EX)鋼橋製作

 仕事が片方に偏る 両方に仕事を
 技術的問題 分担するべき

【設計者】
詳細設計まで製作 OR

【施工製作会社】
初期から三次元モデル製作



①設計者と施工製作会社で図面製作を分担①設計者と施工製作会社で図面製作を分担

http://ieiri-
lab.jp/it/2013/0

3/LOD-of-
BIM.html

LOD300LOD100 LOD200 LOD400 LOD500

詳細度の例え(AIA)

ゼネコンが建物デジタルモデルを1から作るとコンサル
タントの仕事を奪いかねない。

建設コンサルタント

基本設計（LOD200など）

橋梁メーカー

詳細設計（LOD350など）

EX)鋼
橋



①設計者と施工製作会社で図面製作を分担①設計者と施工製作会社で図面製作を分担

基本的には、
LOD100 ➡ 概念設計
LOD200 ➡ 基本設計
LOD300 ➡ 詳細設計
LOD400 ➡ 施工計画
LOD500 ➡ 運用・維持管理

“先導的導入事業での
ガイドライン”における
初期設定の参考は
BIM Forumの6段階で
ある。

国土交通省は6段階のどの段階でどのレベルを元
に製作するか決まっていない。

部分的にLODを高くし，そこのみ上流で検討という
ことも。(干渉チェック)



②設計時に施工側の情報を入れる②設計時に施工側の情報を入れる

ゼネコン側の人材を雇うのが手っ取り早いが・・・
人件費等のお金がかかる。
建設業界の人材不足。

以上のことから現実的には厳しい。

契約方式でのカバー。

※執行形態などを変える場合は、変更する規約等が
多くプロセスが必要。



②設計時に施工側の情報を入れる②設計時に施工側の情報を入れる

調査・計画 概略設計 予備設計 詳細設計 施工 維持管理

調査・計画
/設計者

施工者
施工性を考慮した工法提案等の技術協力を実施

設計段階から施工者が関与する方式(ECI方式)

 設計段階の技術協力実施期間中に施工の数量・仕様を確定し
た上で工事契約をする方法。

 別途契約している設計業務に対する技術協力を通じて、当該
工事の施工法や仕様等を明確化，確定した仕様で技術協力を
実施した処と施工に関わる契約を締結。

特徴
• 設計段階から施工者が関与することで、発注時に詳細仕様の確

定が困難な事業に対応できる。

効果
• 設計段階で、発注者と設計者、施工者が関与。
➡様々な代案の検討が可能。
• 施工者が設計段階から関与できる。
➡施工性等の観点から施工者の提案・検討を行うことができ、結果
として設計変更発生リスクの減少が期待できる。

注意点
• BIMとの併用を検討がされていない。
• 日本国内での事例が少なく知見等の蓄積が少ない。
• 施工者の技術提案があるため、施工者と設計者の責任分担

等の明確化が必要。
• 設計者と施工者の意見が反する場合、発注者が両社の範囲

を明確化し調整用を行う必要がある。



特徴
• 日本の「CM方式」がEPCM契約と似たような方式だが、

“Procurement”までは対応していない。
• 日揮等のプラントが国外で事業を行う際にEPC契約で行ってい

るが“Management”までは行われていない。

②設計時に施工側の情報を入れる②設計時に施工側の情報を入れる

EPCM契約
(Engineering Procurement Construction Management)

設計と維持管理を除く全ての建設プロセスを発注者の代
わりとして受け、建設事業を推進する方法。

効果
• 事業推進が複雑で関係者が多く調整業務に手間がかかる事業
• 専門的な工事請負者の関与が必要な工事
• 計画段階から最小限の関係者間で調整を行いながら業務の遂

行が可能。よって、施工実施までの期間を短く出来ることである。

注意点
• 事業規模が大きくなった場合、関係者間の調整が複雑になる。

そして、経験がないEPCM業者の場合、よけに事業費用全体で
コストアップになる可能性がある。


